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11男

印顔見11月13日午前湖北局関年11月の
O時 定

江
れ
で
金
町
が
自
動
化

A
V

州
問
川
村
一
日
一
十
九
年
一
月
二
十
五
日
げ
い
発
足
し
た
我
孫
子
符
斡
階
級
自
制
鋭
化
出
拠
出
陣
綿
成
問
問
問
出
会

O

A

〉
の
パ
ッ
空
ア
ッ
プ
に
よ
っ
て
間
阪
な
く
側
関
係
湾
総
へ
の
陳
情
を
続
け
た
然
然
、
制
約
年
一
月

0

0
十
一
一
言
午
後
三
時
を
附
摘
し
て
孜
孫
子
摺
時
報
闘
階
級
闘
制
緩
後
mw
鎗
綴
の
大
部
分
が
出
回
数
槻
階
級
。

八
〉
〈
ダ
イ
ヤ
ル
式
)
に
淡
泌
語
れ
る
と
と
に
な
り
ま
し
に
。
印
際
線
の
泌
総
に
あ
る
布
険
地
A
V

〈V

ほ
の
用
品
料
舶
は
ζ
れ
に
さ
色
村
ル
ち
荻
る
十
一
同
舟
寸
コ
一
日
午
前
。
柊
告
制
糊
し
て
成
問
例
経
却
特
電
話
。

O
蹴
測
に
あ
わ
殺
で
良
鋭
化
さ
れ
ま
す
。
調
棚
夜
慾
ピ
ッ
ず
で
ヱ
一
挙
げ
か
進
め
ら
れ
て
い
る
湖
北
滋

O

C
毅
落
務
総
区
制
械
の
総
縄
問
は
、
開
明
年
十
一
月
悶
悶
惑
の
予
燦
に
な
っ
て
お
h
J
ま
す
。
と
の
州
開
問
耶
A
V

〈V

側
関
係
十
一
月
に
は
本
町
品
叫
ん
淡
に
わ
に
っ
て
脅
動
霞
話
と
な
れ
J
A
品
附
闘
の
に
お
1

八
百
の
主
懇
談
。

〈

〉

務

ヘ

ダ

イ

ヤ

ル

直

通

と

な

ち

ま

す

。

。

〈V

次
氏
級
品
槻
線
総
に
つ
い
て
の
心
得
と
各
滋
綴
閥
削
の
絞
泌
を
お
知
ち
せ
い
た
し
ま
す
。
。

綾
田
開
乎
緩
朗
報
電
話
回
同
と
袋
齢
期

蜘
瑚
殺
の
暗
躍
災

神
同
式
に
つ
き
試
し
で
は
、
出
胃

き
ま
の
と
協
力
に
よ
き
ま
し
て

グ
イ
ヤ
庁
ぬ
鍛
認
の
き
ち
か
え

ヱ
家
主
u
、
問
川
淵
綿
花
遂
行
し
、
主

た
る
附
間
十
二
部
叩
何
月
十
日
日

(
会
欄
曜
日
)
午
後
一
一
…
同
時
を
測
し
て

後
策
す
る
ζ

と
に
な
り
ま
し
た

の
で
お
知
ら
品
も
い
た
し
ま
す
。

な
お
改
式
ど
き
は
総
数
級
入
者

と
新
附
細
川
加
入
者
約
六
京
将
双
方

部
〈
税
制
孫
子
猟
便
局
か
ら
夜
、

常
柄
引
協
燃
の
沈
仰
は
久
土
寸
府
都
道
問
刊

を
か
、
心
と
す
る
)
は
附
附
隣
町
民
同
制

送
い
に
し
ま
す
。
新
制
限
的
陥
料
開
山
M

A
g
川
間
一
千
二
後
併
を
架
設
い
た

し
ま
す
が
、
ぬ
以
h
J
m
w
約
六
一
点
位
打

凶
方
面
〈
我
孫
子
蹴
抑
制
脱
線
か
ち

淵
閃
〉
は
後
品
品
川
宮
町
茂
次
間
関
滋
し
、

主手華客lま開通を終つ我孫子空襲級官霊話局

月
中
に
は
全
部
関
遂
の
ず
す
ふ
況

で
す
。震一
殺
の
か
け
お
が
タ
イ
ヤ
ん

式
に
後
帰
納
蛸
棚
は
出
掛
し
く
ダ
イ
ヤ
ル

メ
の
も
の
に
絞
与
か
え
き
せ
て

い
た
化
き
ま
す
。
新
し
い
総
務

機
の
扱
い
方
法
は
、
軌
税
制
剤
例
制
緩

A

円
以
附
得
者
側
関
仙
挫
し
、
と
部
鶴
間
羽
山
申
し

上
げ
ま
す
。

会
期
間
の
中
広
醐
世
潟
へ
の
市
外
通

話
献
は
ず
イ
ヤ
ん
滋
端
酬
に

繍
掛
作
慨
は
、
交
桝
銃
エ
ず
に
お
出
削
し

込
み
い
に
に
い
て
お
り
ま
す
が

開
闘
争
終
と
湾
臨
吋
げ
い
じ
内
分
で
ダ

イ
ヤ
ル
を
日
開
せ
J

一
弘
、
策
川
以
後
会

問
問
約
一
一
ヂ
八
送
局
へ
の
中
市
外
滋

諮
ち
ダ
イ
ヤ
ル
柑
財
務
で
か
か
る

よ
う
に
な
ち
ま
す
。

嚇
県
明
硝
番
号
同
国
会
的
静
六
数
限
に

ダ
イ
ヤ
ル
式
電
話
相
に
な
h
Jま

す
と
、
機
械
の
持
協
議
ぷ
鐙
話
悉

品
。
を
全
部
m
悶
ケ
タ
の
務
分
に
さ

品
は
て
い
な
ど
か
な
け
れ
ば
砧
な
ち

ま
サ
ん
9

務
し
い
電
話
黍
常
時
陣

、
き
ま
ち
次
綴
じ
滋
鈎
い
た
し
ま

す
。
な
わ
抑
制
州
入
者
総
数
務
品
市
の

外
広
中
市
出
口
局
者
が
つ
き
ま
す
の

で、
A
M帥
ル
ト
孫
六
数
字
と
な
与
ま
ず

か
ら
な
校
総
く
だ
さ
い
。

電
話
料
金
は
変
数
料
金
総
に

判
制
緩
は
、
川
市
内
通
話
の
船
出
料
開

函
数
に
か
か
わ
ら
ず
、
一
定
の

料
金
を
い
た
だ
い
て
お
ち
ま
す

が
、
ダ
f
ヤ
ル
式
穏
吋
殺
に
な
り

ま
す
と
、
耐
問
問
問
度
数
げ
や
蕗
じ
て

判
明
ゑ
奇
い
に
だ
く
と
い
う
度
数

制
料
金
総
に
な
ち
ま
す
。

波
数
料
に
法
務
出
向
指
胤
制
耐
と
ダ

イ
ヤ
山
川
直
通
の
夜
掛
川
巡
紛
が
会

ま
れ
ま
す
。

級
間
期
衣
料
特
品
慨
が
変
更
に
な
哲

ま
す
調
偶
骨
慨
は
五
絞
日
同
で
す
が
絞
殺

と
同
問
臨
時
に
対
象
団
地
滋
相
出
入
数
が

ふ
え
ま
す
の
で
、
ト
M

数
回
判
げ
い
界

絡
淡
申
止
き
れ
ま
す
診

部
制
し
い
料
金
泳
次
む
と
紛
争

明、す。
慈
一
本
料
a
a
e
:

断中仙側滋割弱

(
市
中
務
相
吊
ム
ハ
夜
間
、
仲
間
ー
泌
総

m

wス
十
問
問
〉
共
関
市
時
一
気
〔
m
m

鋲
V

〈
総
務
阿
川
亙
夜
十
閉
口
住

宅
問
尚
之
刃
ム
ハ
十
m
内〉

度
数
料
市
出
向
慾
判
的
と
ダ

イ
ヤ
ル
潟
遂
市
外
退
話
を
お

か
げ
氏
な
つ
に
と
き
の
制
件
余

海
外
議
出
抽
削
科
ダ
イ
ヤ
ル

災
遜
以
外
の
市
外
遠
織
を
ね
刊

か
け
に
な
っ
た
と
き
の
料
金

一
議
開
削
品
世
執
吋
鱒
鴻
と
の
淡
式

に
よ
る
殺
到
持
品
内
分
級
以
潟
市
ム

会
の
ご
油
結
力
を
得
て
議
制
械
が

マ
あ
ち
ま
す
。

骨
組
添
加
入
隠
滅

持
孫
子
市
略
戦
滋
拠
出
関
紺
mw
伸一川滅

相
川
人
川
協
同
叫
及
び
拘
吋
創
出
品
加
入
以

問
問
ハ
紛
れ
ル
な
淡
路
を
設
問
す

る
た
め
の
掛

mm縁
者
負
担
す

る
ζ

と
を
条
仲
げ
と
し
て
い
刺
入

附
間
約
加
入
申
し
込
み
毛
糸
絞

で
き
る
縦
波
)
は
如
何
凶
の
よ

我孫子緊急線電話篤の霊童話銃入緊急設

写真は工事中の滋北電報室議結局

ち
既
設
問
隔
綴
mw
念
蝦
仰
が
市
同
時
期
淡

メ
と
な
・
り
ま
す
@
加
帆
胸
骨
隠
滅
と

絞
腐
は
叫
位
抽
出
と
同
じ
で
出
制
緩
搬

入
駒
込
饗
mw
滋
絡
の
架
設
に
つ

い
て
は
、
附
問
符
以
降
に
な
る
予

定
で
す
。

治
的
潟
番
は
回
出
歳
と
な
り
ま

す。
滋
品
仙
脚
階
級
鞠
隔
制
拙
四
期

1:二ζ
お主事

..".. りが
んま急
すぜ
@ツ

自
lliJJ 
改
式
iま

入

さ
き
に
機
樹
時
げ
し
た
交
逐
安
全

の
た
冶
の
作
父
及
び
ポ
丸
一
タ
ー

の
入
賞
者
が
次
の
と
お
h
ツ
淡
玄

h
d
ま
し
た
の
で
発
表
い
た
し
ま

す。

う
に
愛
媛
に
な
h'ま
す
。

却
期
間
局
機
構
講
の
一
環
と
し
て
小
山
即
時
ナ
伎

十一
U
M
ソ
ア
一
一
一
日
午
前
8
由
時
か
者
対
象
犯
行
わ
れ
た
も
の
で

農
端
の
許
可
申
語
は

H

桂
包
汁

H
d
&
1

品

行

事

・

ヰ

モ

双

方

か

ら

揮

出

す

る

義
務
者

3

3

づ

農
地

ω世
究
開
封
や
淡
紛
争
転
用

す
る
と
き
に
い
ま
ま
で
は
、
嶋
崎

隊
総
数
出
W

蝋
偶
然
委
員
の
地
封
印
附
を

し
て
淡
薬
品
規
悶
料
品
制
御
伊
務
開
即
応
許

可
申
請
惑
を
総
出
し
て
い
に
だ

い
て
お
ち
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
溺
淡
を
さ
れ
る
波
紋
、
怪
談

撤
回
桑
一
淡
町
民
会
に
際
錦
繍
敬
障
を
提
山
山

す
る
ζ

と
に
な
ち
ま
し
に
υ

ζ

れ
は
、
農
持
作
殺
の
指
荷
物
に

よ
る
も
の
で
邸
機
制
持
者
と
義
務
警

の
双
万
か
p

川
市
清
明
す
る
と
と
に

必
り
ま
す
。
な
お
曲
蹴
器
撤
ゆ
税
関
川
A深

か
ら
み
な
さ
ん
へ
の
お
側
関
い
脅

次
に
然
げ
ま
す
'
。

一
、
臨
時
絡
を
校
名
潟
、
ま
た
は

的
閣
の
自
的
広
絞
同
m
ず
る
均
合

同
同
問
中
前
に
川
持
hm一
事
の
許
可
を

受
け
て
下
さ
い
。

二
、
明
日
受
け
し
ゅ
ぬ
い
っ
と
「
る
幾

柏
崎
が
、
ふ
作
品
地
〈
小
作
人
が

紛
然
し
て
い
る
幽
民
鍛
)
で
あ

る
と
き
は
、
い
っ
た
ん
小
作

婚
を
所
持
者
に
滅
寸
学
総
主

(
知
事
の
許
可
)
が
必
淡
明
、

か
y
A
V

一
一
一
、
裁
捕
の
側
部
双
山
同
、
県
知
事

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
終

効
で
す
。
務
得
後
え
て
か
ら

行
な
う
よ
う
に
し
て
下
3
い

側
、
紳
貯
潟
密
航
況
け
な
い
で
、
幽
間

抽
崎
市
り
市
然
災
、
僻
鴨
緑
の
移
転
、

及
び
転
用
を
一
ね
な
い
ま
す

と
、
罰
せ
ら
れ
る
と
と
が
あ

れ
ソ
ま
す
a

豆
、
そ
の
線
総
柏
崎
に
つ
い
て
、

わ
か
ら
な
い
点
は
蜘
胸
骨
鰍
議
員

会
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

の
綾
瀬
の
み
運
転
を
な
く

同
信
一
一
輪
車
の
安
全
運
転

私
な
ち
の
殺
の
回
開
ち
は
、
た
な
い
。

え
ず
、
交
}
織
と
の
戦
い
が
国
担
間
関
二
、
溺
を
欽
ん
行
人
に
は
逐
転

さ
れ
、
』
皆
同
日
、
ラ
ロ
オ
a

チ
ャ
を
さ
せ
な
い
。

ピ
・
新
聞
同
等
の
報
道
で
知
っ
て
一
品
、
率
を
運
転
す
る
人
に
は
綴

の
と
お
ち
が
〈
滋
謝
申
放
の
死
傷
者
を
す
す
め
な
い
。

は
た
え
、
一
な
い
滅
状
明
、
す
。
と
の
亨
二
議
琢
の
刷
説
会
期
胤
絡
の
徹
底

滋
踊
唱
す
る
交
通
挙
設
に
対
し
て
か
な
ら
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を

て
、
消
私
た
ち
は
交
遂
安
全
の
滋
滋
悶
加
し
よ
う
。

制
糊
を
官
附
め
、
援
し
い
交
通
ル

l

]

一
、
総
品
即
時
材
調
掛
転
は
拙
相
対
に
ゃ

ん
を
笑
時
間
的
何
件
後
機
づ
け
る
よ
め
よ
う
。

う
に
心
が
け
よ
う
。
一
一
一
、
自
転
率
の
一
一
人
数
ち
は
や

今

R
の

耐

再

箆

目

標

め

よ

う

。

曹
酒
飲
み
潤
総
統
者
必
く
す
連
動
開
問
、
閥
即
時
制
機
付
申
料
品
戦
中
阜
の
責
任

一
、
援
を
飲
ん
だ
ら
淡
い
粧
を
し
限
界
時
間
に
加
入
し
よ
う
。

明
年
十
一
局
の
予
定
で
す
が
寵

認
知
入
品
特
製
殺
が
少
な
い
よ
う

明
、
す
の
で
希
望
書
れ
る
ガ
は
学

問
闘
に
綴
お
鰯
鮒
世
田
開
へ
由
申
し
込
ん

で
く
だ
古
い
。
酬
明
品
仙
台
開
発

〈
日
本
住
宅
民
間
関
〉
に
よ
る
入

総
省
が
↑
転
入
し
て
き
ま
す
と
、

燃
料
仰
の
衛
し
吋
絡
み
が
相
当
日
多
く

な
る
も
の
と
予
総
合
れ
ま
す
。

市
出
口
問
閣
議
は
問
問
問
調
と
な
ち
ま

す。

ポ
ス
タ
ー
作
文

発

表

ず
お
な
お
入
没
者
の
賞
品
法
学

校
を
議
じ
て
糊
削
岩
ま
す
φ

軍
作
文
一
冬
期
期
北
中
学
校
一
一
一
年

花
鳥
楢
間
一
風

ス
批
噌
揃
附
ル
ル
中
学
校
一
日
一
年

関
鰍
凝
る
み
γ
丁

目
問
湖
北
・
中
学
校
…
伴

申
軍
医
制
到
依
子

一
一
一
線
網
開
晶
抽
出
叩
学
校
…
ザ
一
線

蜘
陥
悶
附
ま
つ
子

穏
期
制
務
中
学
校
一
年

附
悶
拙
刷
災
磯
子

V
ポ
エ
安
i
の
部

主事
i潟I湾

一等
E者E寺

484 



一

戸

籍

壁

、

芸

を

諸

手

ろ

大

宮

ζ

と
に
後
わ
れ
ま
す
っ
け
問
、
訂
れ
が
計
川

f
j行
記
れ
れ
肺
野
V
M
J
2
2
1計
計

約

v
d
匂
諮

る
場
合
は
、
本
総
婚
の
あ
る
後
日
炉
、
印
僻
館
山
総
間
関
は
必
ず
本
人
で
い

ζ

第一一
O
九

日

ワ

で

お

知

ら

せ

し

ち

ま

す

令

吾

総

入

し

て

鈴

木

泰

一

同

特
マ
総
求
し
ま
す
。
鴻
附
求
ず
る
乙
と
に
伐
っ
て
い
ま
~
に
と
お
り
十
一
日
均
三
日
争
中
心
当
口
問
潟
山
田
参
務
相
掛
川
昭
門
災
鈴
子
一
八
之
八
〉
ま
~

た

と

え

務

総

予

防

に

仲

庄

一

約

け

か

す

が

、

代

総

入

が

鈴

求

す

る

批

判

い

に

肘

思

議

心

強

会

、

総

合

総

滋

会

明

、

お

送

き

く

ぎ

り

い

@

山

あ

っ

て

色

、

・

本

特

輔

が

殺

孫

子

終

合

に

は

後

任

状

が

必

援
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